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日米セミナーと今度のノンホノウム

可換環論と組合せ論の結ひ付きについては、面白そうなことが進行し
つつあるらしいと私もつすっすは気づいていたか、1985年の日米セ
ミナーがこの分野て行われることになったのは 1983年に私と D
Buchsbaumとかイキ・リスて会って相談したときに、彼か提案してくれた
アイデアてある。(日米セミナー自体は 1980年に私かアメリカて彼
にあったときに提案しのか始まりたか、当初は環論たけを考えていた。)
天才 Stanleyを連れてきてくれるといつのたから、こちちは喜んで賛
成した。永田さんもすぐ賛成してくれた。しかしアメリカに比へちれる
よつな日本側の発表が出来るだろうかといっ心配が私にはあった。

幸いにしてこれは全くの杞憂に終わった。一方ては岩堀先生の全面的
なご協力か得られて、岩堀門下の若い俊秀達の活躍か見ちれたし、他方
ては身近な仲間達の中にいつの間にか新しい芽か育っていた。名大の若
い同僚の渡辺純三君は独力て組合せ論を勉強して Dilworth数の独創的
な理論を創り出していたし、広島てはまた大学院の日比君か (渡辺敬一
君の ASLの研究に協力するところがら出発して)Stanleyの線に添っ
ての精力的な勉強を始めていた。そっいつわけて、1984年の秋に広
島て行われた可換環論のノンホノウムては、日比君の有限数列と可換環
についての解説をはじめとして日米セミナーへ向けての準備がなされた。
さらに 85年 3月 伊良湖岬の国民宿舎ておこなったノンホノウムても
日比君や寺田君なとの活躍かあった。こうして 85年の夏に行われた
日米セミナーは下準備が十分出来ていて 組合せ論、表現論なとと環論
がばらばらにならず大変つまく行ったと思っている。Buchsballmもそう
いっていた。

その後も協力の輪か広がって行き 岩堀さん、成嶋さん 日比君など
のこ努力で開かれた今回のノンホノウムにも多くの人か集まり多くの興
味ある講演か行なわれた。代数学か抽象の不毛に陥らないためにも、こ
の動きは大変喜はしいことてあり、世界的に誇るに足るものてある。そ
の中からすばらしい仕事が沢山生まれることを期待したい。また来年も
楽しみにしています。

松村英之 (名古屋大 理)
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